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ロボットに心を感じる
幼児期になると、子どもは他者と言葉によるインタラクション

を行うようになります。では、この時期の子どもにとって、ロ

ボットはどのような存在なのでしょうか。

5歳頃になると、子どもは自分の評判に関心を持ち、他者に

観察されている際に自分を良く見せようとすることが知られ

ています。そこで、5歳児がロボットに見られていると良い行動

をとるのか、またロボットとの社会的インタラクションが子ど

もの行動に影響を与えるのかを調べました [4]。

実験では、子どもに10枚のシールを渡し、ロボットの前で

自分と友達の間で分けるよう求めました。結果は、5歳の子ど

もは、対人インタラクション機能を有する社会的ロボットの前

では友達に配るシールの枚数が増える思いやり行動をとり、

インタラクションができない非社会的ロボットの前では自分

を優先する行動を示すことが明らかになりました（図2）。つま

り、子どもは社会的ロボットの前では、見られていることを気

にして行動を変えるのです。

また、子どもがロボットに感じている印象を調べたところ、

社会的ロボットを賢く、心を持つ存在として捉えていることが

わかりました [5]。さらに、ロボットへの心の感じ方を詳しく

調べるために、「ヒトの大人・ヒトの赤ちゃん・神様・イヌ・ア

リ・ぬいぐるみ・ボール」など多様な対象と比較しました [6]。

3～10歳の子どもに対して調べた結果、社会的ロボットへの

心の感じ方は、無生物（ボール・ぬいぐるみ）とも、ヒトの大人

とも異なるものであることがわかりました。加えて、小学生や

大人よりも、幼い子どもの方が、ロボットに心を強く感じてい

ることも明らかになりました。

ロボットを活用した未来の幼児教育
近い将来、ロボットは幼児教育を支える学習コンパニオン

として、私たちの生活に浸透していくでしょう。子どもへのロ

ボットの教育的効果を高めるためには、ロボットをどのように

捉え、受け入れるのかを明らかにすることが重要です。こうし

た知見をもとに、子どもが学びやすい関わり方や適切な支援

方法を設計することで、AIを活用した幼児教育の充実につな

がることが期待されます。今後も、子どもとロボットとの社会

的関係性に関するエビデンスを積み重ねながら、学習コンパ

ニオンとしてロボットを活用した幼児教育支援に寄与するこ

とをめざしていきます。
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近年のAI、特に大規模言語モデルの登場により、ロボット

は複雑な指示を理解し、柔軟な対話や動きができるようにな

りました。教育現場へのAI活用が進み、保育園や小学校では

教育目的としてロボットが導入される場面が広がっています。

しかし、子どもがロボットをどのように認識し、受け入れてい

るのかについては十分に解明されていません。AIロボットの

低年齢層への普及を見据え、子どもとロボットの関わり方を

学術的に検討することは喫緊の課題と言えます。

本講演では、子どもはロボットから知識を学べるのか、ロ

ボットをどのような存在として捉えているのかを探る実験心

理学的研究を紹介します。

ロボットからの学習
これからのロボット共生社会では、ロボットから知識や情

報を学ぶことが一般的になる可能性があります。通常、赤ちゃ

んは、養育者などのヒトから学習していますが、赤ちゃんはロ

ボットからも学習できるのでしょうか？

この疑問に答えるため、赤ちゃんがヒトまたはロボットから

学習する様子を比較する研究を行いました [1]。実験では、

生後12ヶ月の赤ちゃんが、ヒトまたはロボットの視線のみを

利用して物体をどのように覚えるかを分析しました（図1）。そ

の結果、赤ちゃんはヒトの視線を追従し、視線が向けられた

物体情報をよく記憶し、好んで触れることが示されました。一

方、赤ちゃんはロボットの視線を追従するものの、物体の記憶

や選好といった学習は見られませんでした。この結果による

と、学習におけるロボットの影響はヒトよりも小さいと考えら

れます。 

では、赤ちゃんがロボットをコミュニケーション可能な存在

として経験すると、ロボットに対する反応は変わるのでしょう

か？ロボットに赤ちゃんの名前を呼ぶ発話手がかりを追加し

て実験したところ、赤ちゃんはロボットの視線をよりよく追従

し、視線が向けられた物体を記憶できるようになりました 

[2]。赤ちゃんにとってロボットは見慣れない存在であり、ど

のように関わればよいのかわからなかったのかもしれませ

ん。ロボットがコミュニケーション可能な存在であると示すこ

とで [3]、赤ちゃんの学習が促進されるのです。
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図 1：赤ちゃんに提示した映像の例。ヒトとロボットが視線
を向けた物体に注意を向けて学習するか否かを比較

図 2：5 歳児は社会的ロボットが見ていると良い子にふるまう
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